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「ジャパン・インフラファンド投資法人」の上場のお知らせ 
 

ジャパン・インフラファンド投資法人（以下「本投資法人」といいます。）は、本日、株式会社東京証

券取引所インフラファンド市場に上場いたしましたので、お知らせいたします。 

 

本投資法人は、インフラ資産（再生可能エネルギー発電設備及び公共施設等運営権をいいます。以下同じで

す。）及びその敷地等（以下、インフラ資産と併せて「インフラ資産等」といいます。）の特定資産へ投資し、

取得したインフラ資産等を賃貸することによる運用を通じて、安定したキャッシュフロー及び収益を維持する

とともに、中長期にわたる持続的な成長戦略を通じて、運用資産の規模拡大や収益の向上を目指します。また、

それによって得られた利益を、運用資産の規模拡大及び収益の向上を実現しつつ投資主に最大限還元すること

を目指す、分配金を重視した運用方針をとることで、安定性と成長性を追求した運用による「投資主利益の最

大化」を目指します。 

また、本投資法人は、インフラ資産等の中でも、太陽光発電設備等を中心とする再生可能エネルギー発電設

備等を主たる投資対象として運用することによって、我が国における再生可能エネルギーの導入拡大を通じた

クリーンな地球環境への寄与を目指します。再生可能エネルギーは、化石燃料による発電と比較し、発電時に

CO2 を排出しない方法によるものが多く、また、日本のエネルギー自給率の向上に貢献するものとして、日本

にとって重要なエネルギー源として位置づけられているため、我が国における再生可能エネルギーの重要性は

引き続き高まっていくことが期待されると同時に、導入量の十分な拡大余地があると考えています。また、そ

の中でも太陽光発電設備等は既稼働案件の売買が多くなされており、他のインフラ資産等に比べて運用実績が

蓄積されていることから、当面は太陽光発電設備等に重点投資を行う予定です。将来的には、風力発電設備や

地熱発電設備といったインフラ資産等への投資も検討し、多様なポートフォリオの構築を目指します。本投資

法人の投資口への投資を通じて、投資主に「社会に求められる良質な ESG(注 1)投資」を通じた有意義な社会

貢献投資の機会を提供できると考えており、外部格付機関からも高い環境評価(注 2)を得ています。 

さらに、本投資法人は、その資産運用会社において、透明性の高い組織運営体制をとることで、上述の投資

機会を持続的に資本市場へ提供することが可能になると考えており、これを通じて「持続的な社会貢献」を目

指します 

(注 1) ESGとは、環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の頭文字を取ったものです。 

(注 2) 本投資法人は、株式会社格付投資情報センター（以下「R&I」といいます。）による R&I グリーンボンドアセスメン

トの枠組みを通じた評価において、2020年 2月 21日実行予定の長期借入金について最上位の総合評価である「GA1

（予備評価）」を取得する見込みです。 

以上 

※本資料の配布先：兜倶楽部、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会 

※本投資法人のホームページアドレス：https://ji-fund.com 


